初等算数教案から（2007年1月13日公開、11月27日改訂20200419再訂）
数える事
I．数える事
　１．[１対１対応]（Which is more?）　物の多少を比べるだけなら、1対1対応で充分。

      しかし、どれくらい多いかわからん。その為に、

　２．[数える]（How many?）　：(数える)対象に「いち」「に」「さん」・・・と、数詞を順番に１個ずつ対応させる事。モレなくダブらず！
　　　数える事には、２つの効用がある。

　　　　①　物の個数（集合数、基数）を精密に知る。『どれくらい多いか』　How many?
　　　　　　「石は、全部で９個」・・・グループの尾に当たった数詞
　　　　②　物の順番（順序数、序数）を精密に知る。『位置』　Where?
　　　　　　「黒石は、左から４番目」・・・グループの、その面子に当たった数詞
問．英語だと、集合数と順序数を明確に区別している。どの様に区別しているか。

答．one, two, three; first, second, third;　上の例だと、nine stones, the fourth stone

II．数の束ね方（n進法）　無限に新しい数詞を作れないので、数を構造化する。

　「じゅう」と「に」で、「じゅうに」

十進法（0から9の十個の数字のみ）：十個集まったら束ねて上の位に上げる

 十進法のお陰で、3652円払うとき、一円玉3652枚でなく、千円札3枚、百円玉６枚、十円玉5枚、一円玉2枚の計16枚で済む。

二進法（コンピュータ、0か1・・・OFFとON）
 13 = 01101(₂)

　世界の歴史の中で、十進法が大多数（中国、エジプト、ギリシャ、ローマ）。

しかし、これ以外の進法もあった。

問．身近にその名残があるよ。何か。　　　答．時計　
解説：古代バビロニア（楔形文字のシュメール人）では、10進法と60進法併用。

1年を360日と見做す（１月、即ち30日で、12か月分）。従って１回転を360度と定める。円には、半径を一辺とする正三角形の６つ分で出来る、正６角形が内接する。ここから、360度÷6＝60度を重視し、60進法が発生。・・T．黒木氏の「入門さんすう学」所収
III．記数法（数の記し方）

問．３６５と、三百六十五の、見栄えは、どう違うかな。
答と解説．　前者：位取り記数法（アラビア数字でなくインド数字）

０から９の10文字のみ（長所）。位を位置で表す。筆算で便利。

後者：中国式　（漢数字）
　　　位を上げるたびに新文字が要る（短所）（だが、位が明示的・・長所）。

　　　ローマ式も同様。十二＝XII、百＝Ｃ
IV．数の発展　（分数は古代、小数は近世西欧　から）

　　　自然数　１,２,３,４・・・（数える時の数詞）

　　　０・・・五世紀インド

　　　　０の意味　（１）何も無い事　０個　　　　　　・・・集合数的
　　　　　　　　　（２）数直線の基準の位置　位置０　・・・順序数的
（数直線：出発点を決め等間隔に点を打ってできる半直線（小学校））

（３）位取り記数法における空位　305

　　　　０の発見　（１）の意味なら、０個でなく、無いと言えば済む。（２）の意味なら、位置０をただ出発点と言えば済む。

　　　　　（３）インド式位取り記数法で三百五を表すには、305 というように十の位が空いている事を0というマークで表すしかない。この0というマークがないと 35 つまり三十五になってしまう。ここに0の必要性が自覚された。
負の数・・・近世デカルトが、数直線を左にも伸ばし、負の数を図示し公認
蛇足：　虚数は、平面上に、やはり図示して、公認（近世ガウスの時代）
　　　　i は、1 を反時計回りに90°回転したところ。

V．命数法（数の唱え方）
　１．同じインド数字でも、国によって唱え方が違う。

　　　１，2、3，・・・10，11，12

　　　いち、に、さん、・・・じゅう、じゅういち、じゅうに・・・・・・日本語の読み方
　　　one, two, three,………ten, eleven, twelve   　　　　・・・・・・英語の読み方
問．日本語と英語でどちらが楽か？

答と解説．日本語の方が楽である。何故なら、11が日本語では「じゅう・いち」だが、英語では「ten・one」とは行かず「eleven」。
韓国語も日本語と同様である。il, i, sam,……,sib, sib-il, sib-i
問．韓国語で13は、どう読むか？　　　答．sib-sam   [ship-sam]
２．[大きい数の唱え方]
日本語　10進法・万進法併用　10000万 = 億（1万の1万倍）　10000億 = 兆
英語　　10進法・千進法併用　1000thousands = million、1000million = billion
　　　　　　　　　　　　　 （1,000,000）
問．1 billion を日本語で唱えるとどうなるか？

　３．助数詞　日本語では、個数を数えるとき、数える対象に依存して、助数詞がある（種により、異なる尾ひれをつけて数を唱える）。
問．two pencils, two notebooks, two doraemons を和訳すると、鉛筆2本、ノート2冊、さて、「ドラえもん」については、どう言うか？

答．ドラえもん２体。

　　日本語は、数概念が、完全には、抽象化されていない（本来、数えるとき、対象の「多さ」以外の側面は捨て去る）。逆に、助数詞のおかげで数える対象が明確になる、とも言える。
